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4．む　　す　　び

前処理では確実に薬液を果穂に附着させなければな

らない関係上，前処理に散布簡易処理体系を組み入れ

ることは薬量，有核混入率の関係で，実用上，経済的

にかなりの問題が残ると考えられる。しかしながら，

薬量の問題で解決できれば，前処理には小型肩掛噴霧

機が有望視されるので，後処理にはミスト機を使用す

ることにより，簡易処理体系として有望視されるもの

と考える。

なお，散布処理による果粒肥大の問題については，

小型肩掛噴霧機による量の検討とともに散布時期，ジ

ペレリソの濃度，盈等について検討中である。

ブドウの整枝法に関する試験

加藤　作美・佐藤　修司

（秋田県果樹試天王分場）

1．ま　え　が　き

ブドウ園を開園する場合，10a当り，8万円内外

の棚架設経費がかかり，開園上の陰路となる場合があ

る。本試験は，整枝法を異にしたキャソベル・7－リ

ーの樹勢の維持，果実の生産力および，果実品質につ

いてその経済性を検討し，開園の参考資料を得るため

に行なったものである。

2．試．験　方　法

砂丘土壌において，昭和54年春，7－5BBに接
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第1回　　植　栽　方　荘

木した1年生苗木を用い，第1表，第1回に示すよう

に4区を設定し，波状仕立区，水平仕立区は深さ80

m，径27花の植穴に有機物40鞄，垣板仕立区，棒仕

立区は，深さd Ocm，径50の王に有機物約15晦を投

入して植付けをした。58年から45年までの10a

当り，窒素の積算施用量は，波状仕立区，水平仕立区

では97．5鞄，垣根仕立区2dOKク，棒仕立区では414．5

Ⅹクで掛こ棒仕立区は密植多肥の形で経過した。また，

結果母校の努定は，41年までは，水平仕立区以外は

短棉努定であったが，42年以降は，中長棉努定とし，

さらに一般管理は，椰栽培で慣行的に行なわれている

作業体系に従い，各処理区とも，同じ程度の管理労力

の投入を原則とした。

5．試　験　結　果

1．生長量に及ぼす仕立法の影響

処理8年，9年日とも垣根仕立ての生長星が最も多

かったが，これは専ら枝数が多いことによるもので，

新梢の平均伸長量をみると，波状，水平仕立ては垣根，

棒仕立てに比較して勝っていた。施肥量は棒仕立てが

最も多かったが生長畠は必ずしもこれと一致せず，校

の徒長的な伸長は見られなかった。また垣根，棒仕立

ては日照不足が原因するためか，充実不良による冬季

間の枝の先枯れは多目である。
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第1衷　　生長に及ぼす処理の影響

処　 理

1 0 a 当 り総生長且

（副桐 も含 む ）

1 0 a 当 り新棉長 （副輪 を含 まず ）

長　　　　 さ 本　　　 数 平　 均　 長

処理 ム年 目

（昭 5 9 ）

処理 9 年 目

（昭 4 2 ）
ク d 年 目 ク 9 年 目 ク る年 目 ク9 年 日 ク d 年 目 ク9 年 目

波状仕立て
γ札 m ケ托 7，も

本 本 口だ （7花

8 9 9 4 5 4 2 8 5 8 4 8 4 9 9 8 4 8 2 5 d d 1 0 1 2 占．4 7 5．8

水平仕 立て 5 5 5 7 ‘5 9 5 4 9 5 4 5 8 2 7 5 8 5 5 7 9 2 2 8 7．6 7 5．8

垣根仕 立て 1 4 0 4 8 9 5 7 0 1 2 4 d S 8 5 2 5 1 d O 2 0 1 4 5 9 5 7 7．8 5 7．0

棒 仕 立 て 8 7 0 5 8 1 5 2 5 8 7 4 5 5 1 7 9 0 8 0 1 0 5 0 0 8 4．8 5 2．5

2．収量・品質に及ぼす処理の影響

収量の年変化を見ると，垣乳　棒仕立ては結実2～

5年目の（昭和54年は台風4号のため調査不能）収

第2表　　収量に及ぼす処理の影響（昭57～45

最はきわめて高かったが，棒仕立てではその後8年間

ほぼ一定の収量で処理間には商い有意差を認めた。水

平仕立ては結実初期では棒仕立てのケ盲であったがその

7カ年累積）

処　 理
積 算 収 量 （昭 5 7 ～ 4 5 ・ 7 カ 年 累 積 ） 積 算 上 房 収 量 （昭 5 9 ～ 4 5 ・ 5 カ年 累 積 〉

収　　 量 房　 数 一 房 重 収　 量 房　 数 一 房 重

波 状 仕 立 て

Kダ

5 5 8 8 1

′ K ダ

5 1 8 5 7

㌢

1 1 0 5 8 2 0 5 7 4 4 5 2 5 4

水 平 仕 立 て 1 5 8 8 8 8 5 2 8 2 2 1 0 9 8 8 8 4 2 0 4 0 2 5 5

垣 根 仕 立 て 1 4 2 4 占 8 9 5 4 0 1 5 9 8 5 7 8 2 9 9 7 0 2 1 5

棒 仕 立 て 1 0 4 5 1 7 （】占8 0 1 4 8 4 1 9 4 2 0 1 0 0 2 0 9

収

38　39　40　4142

年　　　次

43

第2図　収量および品質に及ぼす処理の影響

後多くなり，5年間の積算収量で上房は棒仕立ての

2．4倍に達し，垣根仕立ては棒仕立てに近く，波状仕

立ては水平仕立てに似ていた（第2表，第2回）。

第5図　収佳時期に及ぼす処理の影響

この様な収量の差は棒，垣根仕立ては上房生産量が
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低く収量はノミラ房量に支えられる慣向が強く平均一房

重でも差が認められた。すなわち棒，垣根仕立ては

57～46多がノミラ房であり，波状，水平仕立ては収

量の82～84多が上房であった。果粒糖分は波状，

水平仕立てがやや高かったがその差は年平均0．5度程

度であった。

着色，成熟の早いことは経済上きわめて重要である

が，熟期と処理の関係は第5回に示すとおりで水平，

披状仕立てはほぼ同一で早かったが，棒，垣根仕立て

は着色不良，赤うれの発生が目だち採収期は遅れた。

5．災害と処理の影響

災害と仕立法との被害様相を見ると第5，4表のよ

うである。すなわち，開花直前の台風による枝の折傷状

況は棒仕立ては，風の抵抗を強く受け折傷率はきわめ

て高かったが，棚面によりかかれる水平，波状仕立区

第5表　　台風による被害（昭58．8．15）

処　 理
調　 査 健　 全 折　 損

同・左 率
新 棉 数 新 柄 数 新 梢 数

硬 状 仕 立 て

本 本 本 串

1、8 1 9 1．5 5 5 7 4 4．8

水 平 仕 立 て 1、2 占0 1．2 2 0 4 0 5．2

垣 根仕 立 て 7 2 4 d 4 0 8 5 1 1．5

棒　 仕 立 て 5 2 ° 1 2 8 1 9 8 8 0．7

第4表　　降霜による被害

（昭59．4．24～28　キャンベル・アーリー）

処　 理
主　　 芽 副　　 芽

調査 健全 被害 調査 健全 被害
芽数 芽数 率 芽数 芽数 率

改状仕立 て 98 5 5 00

停

49．2 Sd d 29 7

弱

18．9

水平仕立て 20 5 154 54．0 87 7 9 9．2

垣根仕立て 87 5 1 15 8 5．2 27 8 18 2 5 4．1

棒 仕 立 て 59 5 l d9 82．4 244 ■1 18 1 54．0

の被害は非常に少なく実害はなかった。また，催芽か

ら発芽前の晩霜による被害についても棒，垣根仕立て

は接地面の高い水平仕立てに比べ被害が強かった。

4，む　　す　　び

以上の結果から拝仕立法は，生食用果実の生産を建

前とした栽培では，果実品質のムラがきわめて高く，

本県の気候風土に適さない仕立てと考察した。しかし

ながら特に新輸誘引等管理作業を十分に行なえば（10

a当り50～40人），以上の成績より優れた結果は

期待できるものと思われた（本試験では新棉誘引管

理は約8人程度）。また，垣根仕立法についても棒仕立

てと同様と考えるが，垣根の形態を改良すれば棚仕立

てに近い成果は期待できると考察したのでさらに検討

を重ねるが，最近の労力事情からして，ブドウでは糊

仕立てが経営的に安定した栽培法であると考察した。

なお，本試験は施肥畳を統一して現在継続検討中で

ある。

夏秋キュウリの整枝試験

大友詔次郎・斎藤　利男・木村　頴治

（福島県園試）

1．ま　え　が　き

本県の夏秋キュウリの整枝法は，過繁茂を避け，有

効結果枝の増加のために，主枝を中心とするときは子

蔓，孫蔓を1あるいは2節で掃除し，千首を中心とす

るときも，孫蔓，ひ孫蔓を同様に処理している。しか

し，その作業労力は，全体の20喀強（22人／18

8）にもなり，これは，1農家当りの面積拡大をはば

んでいる一要因ともなっている。

当場において，1985～1968の4カ年にわたって，

整枝法と収量，品質との関係について試験を行なった。


